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SIP 地域物流ネットワーク化推進協議会 令和４年度第三回年次総会 議事録 

 

日時 2023 年 3 月 24 日（金） 10:30～11:00 

場所 zoom によるオンライン 

会員数 ・総会員数 128 会員（企業・団体会員 81、個人特別会員 3、個人会員 44） 

・議決権のある会員数 84 会員 

・出席者 16 会員 

・委任状提出者 10 会員 

出席役員 ・座長 小野塚 征志 氏 

・運営委員長 西成 活裕 氏 

議長 ・座長 小野塚 征志 氏 

来賓 なし 

審議事項 ・第一号議案 令和４年度 事業報告 

・第二号議案 令和４年度 会計報告 

・第三号議案 令和５年度以降の協議会継続 

・第四号議案 令和５年度 役員選任 

・第五号議案 令和５年度 運営委員選任 

・第六号議案 令和５年度 事務局選任 

・第七号議案 令和５年度 事業計画 

・第八号議案 令和５年度 予算計画 

議事内容および審議結果 

開会挨拶 小野塚座長が開会の挨拶を述べた。 

議長選出 司会者の事務局 新田から、本日の出席者数（報告時は、出席 15 会員および委任状 11

会員、その後に委任状扱いの 1 名が出席）が報告された。続いて、規約の第９条２項

に基づき、小野塚座長を議長に選出した。 

議案審議 

第一号議案 

令和４年度 

事業報告 

小野塚議長の進行の下、早川事務局長から以下の「令和４年度の事業」についての説

明があり、満場一致で承認された。 

・本協議会は、以下の規約の第３条（事業）に基づき、事業を実施した。 

・地域物流の普及啓蒙については、ワーキングを五回開催した。 

・外部プロモーションとして、2022 年 5 月にホワイト物流推進運動への賛同表明を行

い、2022 年 7 月に協議会入会促進のための WEB イベントを開催た。 

・資料には記載していないが、石油化学工業会の輸送に関するワーキンググループに

おいて、地域物流の取組みを紹介した。 

・これらの事業を通じて、会員内外の皆様においては、地域物流の目指す姿や持続可

能な物流について理解が深まった。 

・会員個社と事務局との情報交換を 15 回実施した。 

・化学品共同物流について、関係する会員、関係省庁と事務局で情報交換を延べ 6 回
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実施した。化学品共同物流は、業界を巻き込んだ取り組みになるよう期待している。 

・運営に関する事項としては、年次総会を本日分と合わせて 3 回開催し、運営委員会

を 2 回開催した。 

・会員数は本日時点で、128 会員となっている。 

議案審議 

第二号議案 

令和４年度 

会計報告 

小野塚議長の進行の下、早川事務局長から以下の「令和４年度の会計」についての説

明があり、満場一致で承認された。 

・規約の第１３条および第１４条にあるように、会費による収入や役員報酬などの支

出は発生しなかった。 

議案審議 

第三号議案 

令和５年度以

降の協議会継

続 

小野塚議長の進行の下、早川事務局長から以下の「令和５年度以降の協議会継続」に

ついての説明があり、満場一致で承認された。 

・2023 年 1 月に会員から協議会継続に関する WEB アンケートにて意見収集し、これ

を基に令和４年度第二回運営委員会でメール審議した結果、「令和５年度以降も協議

会を継続することが望ましい」とし、当内容を当総会にて審議するとした。 

・協議会継続が望ましいと判断した理由は、３つあり、 

一、運営委員会の開催時点で会員が 126 名という大きな価値が生まれたため。 

二、地域物流はフィジカルインターネットロードマップの中でプラットフォームと

して位置付けられているため。 

三、協議会継続についてアンケートで会員の皆様の理解が得られたため。 

議案審議 

第四号議案 

令和５年度 

役員選任 

小野塚議長の進行の下、早川事務局長から以下の「令和５年度 役員選任」について

の説明があり、満場一致で承認された。 

・令和４年度第二回運営委員会でメール審議した結果、令和 4 年度の役員任期は、令

和 5 年 3 月 31 日までと定めているが、小野塚座長ならびに西成運営委員長には、令

和 5 年度も役員として、引き続きのお力添えをお願いするのが望ましいとし、当内

容を当総会にて審議するとした。 

続いて、小野塚座長と西成運営委員長が再任の挨拶を述べた。 

議案審議 

第五号議案 

令和５年度 

運営委員選任 

小野塚議長の進行の下、早川事務局長から以下の「令和５年度 運営委員選任」につ

いての説明があり、満場一致で承認された。 

・規約の第１０条２項に基づき、小野塚座長ならびに西成運営委員長から選任があり、

宮澤運営委員ならびに日下部運営委員には、昨年度に引き続き就任いただくとした。 

続いて、事務局が宮澤運営委員と日下部運営委員の再任挨拶を代読した。 

議案審議 

第六号議案 

令和５年度 

事務局選任 

小野塚議長の進行の下、早川事務局長から以下の「令和５年度 事務局選任」につい

ての説明があり、満場一致で承認された。 

・令和４年度第二回運営委員会でメール審議した結果、令和 4 年度の事務局任期は、

令和 5 年 3 月 31 日までと定めているが、令和 5 年度も引き続き、株式会社セイノ

ー情報サービスが事務局を務めるのが望ましいとし、当内容を当総会にて審議する

とした。 

続いて、小野塚議長（座長）から事務局長の指名があり、早川事務局長が再任した。
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その後、早川事務局長が再任の挨拶を述べた。 

議案審議 

第七号議案 

令和５年度 

事業計画 

小野塚議長の進行の下、早川事務局長から以下の「令和５年度 事業計画」について

の説明があり、満場一致で承認された。 

・主な事業活動は、「１．中ロット貨物ユニット共同輸配送における輸配送ネットワー

クの構築・普及啓蒙」「２．地域物流の拡大」「３．共同出資体の検討」とする。 

・令和４年度第二回運営委員会でメール審議した結果、具体的な事業活動スケジュー

ルは、大きく４つの活動案とし、当内容を当総会にて審議するとした。 

１．ワーキングは、本年度に 6 回の実施を予定する。ワーキングの運営は、協議会

継続に関する WEB アンケートの意見を踏まえて以下の３点を実施または検討

する。 

①ワーキングにおける講演者は、これまでの１講演から複数講演となるように会員

および会員外から募る。 

②ワーキンググループリーダを中心とした特定テーマを複数回で深掘りするワー

キングを検討する。 

③有志企業の提供会場での会員向け対面ワーキングを検討する。 

これに伴い、事務局から会員各位へワーキングについての相談などの協力を仰ぐ。 

２．本協議会への入会を促進するためのプロモーション施策として、web イベント

を実施する。 

３．会員各位と事務局との情報交換や会員同士のマッチングによる情報交換は、必

要に応じて実施する。 

４．年次総会は 2024 年 3 月を予定する。 

議案審議 

第八号議案 

令和５年度 

予算計画 

小野塚議長の進行の下、早川事務局長から以下の「令和５年度 予算計画」について

の説明があり、満場一致で承認された。 

・令和４年度第二回運営委員会でメール審議した結果、以下の内容を当総会にて審議

するとした。 

１．令和５年度の年会費は、引き続き徴収しないことが望ましいとする。 

２．令和５年度の役員への報酬は、引き続き原則無給が望ましとする。 

 

小野塚議長は、以上をもって本日の議案審議議事を終了した旨を述べた。 

 

以上、この議事録が正確であることを証します。 

 

令和５年３月２７日 

 

議長  小野塚 征志  印 

 

運営委員長 西成 活裕  印 


